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これからの社会福祉施設ソーシャルワーク実践を考える。

　わが国の社会福祉実践においては、長らく施設での支援が主流でしたが、2000年の社会福祉法の改正などに
より地域福祉への関心が高まり、コミュニティワークの実践が多様に展開されるようになりました。
　そこで、この授業では従来の社会福祉施設でのソーシャルワーク実践について学ぶとともに、地域に根ざした
社会福祉施設のあり方、社会福祉施設ソーシャルワーク実践のあり方について展望していきたいと考えていま
す。
　なお、講義だけではなく、受講生による事例検討も加えていきたいと思います。

第１回　オリエンテーション
第２回　社会福祉施設発達史（１）
第３回　社会福祉施設発達史（２）
第４回　社会福祉施設発達史（３）
第５回　日本の社会福祉施設の歴史（１）
第６回　日本の社会福祉施設の歴史（２）
第７回　現在の社会福祉施設の体系（１）
第８回　現在の社会福祉施設の体系（２）
第９回　現在の社会福祉施設の体系（３）
第10回　施設におけるソーシャルワーク実践（１）
第11回　施設におけるソーシャルワーク実践（２）
第12回　施設におけるソーシャルワーク実践（３）
第13回　施設におけるソーシャルワーク実践（４）
第14回　施設におけるソーシャルワーク実践（５）
第15回　前期まとめ

第16回　施設におけるソーシャルワーク実践（６）
第17回　施設におけるソーシャルワーク実践（７）
第18回　施設におけるソーシャルワーク実践（８）
第19回　施設におけるソーシャルワーク実践（９）
第20回　施設におけるソーシャルワーク実践（10）
第21回～第29回　事例研究（学生による発表）
第30回　総まとめ
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